
前事業年度の事業報告書
（平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで）

特定非営利活動法人

精神障害者の暮らしを支える稚内市民会議

１ 事業の成果

当法人は、平成１５年４月７日付けにて北海道知事より特定非営利活動法人の認証を受け、精神保健福祉

法に基づく「精神障害者共同住居」を設置・運営（道補助事業）し、平成１８年１０月１日からは「障害者

自立支援法（現・障害者総合支援法）」に基づく共同生活援助事業所の指定を受け「精神障害者グループ

ホーム事業（グループホームめぞん・ぽぷら事業）」を主たる事業として実施してきた。

特に、この主たる事業では、『医療機関や関係機関等、他の福祉事業者との連携強化』、『スタッフと

利用者の日常的なコミュニケーション場面の創出』、『利用者の自主性と人権の尊重』、『関係法令の遵守』

などを通じ、質の高い障害福祉サービスを提供することを目標としてきた。

平成２９年度は、①精神障害者グループホーム事業（グループホームめぞん・ぽぷら事業）、②精神障害

者に対する地域住民の理解を深めるための事業（社会啓発事業）、③ＮＰＯ法人運営事業の３つの事業を

実施した。その各事業の詳細は下記のとおりである。

（１）精神障害者グループホーム事業（グループホームめぞん・ぽぷら事業）

（ａ）実施事業ついて

平成２９年度は、前年度に引き続き、『障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための

法律（障害者総合支援法）』に基づく障害福祉サービス事業のうち「共同生活援助事業」を実施した。

（ｂ）具体的な事業展開

事業運営では、関係法令等に準じた基礎的な視点とこれに基づくサービス提供の加え、利用者の、

①心身の状況等（ADL・QOL）や生活ペースを理解・肯定すること②顕在能力（自立心や自助能力
等）を低下させないこと③潜在能力（エンパワーメント）を引き出すこと④プライバシーや人権を尊重

すること…などを重要かつ独自の視点と捉え、利用者一人ひとりの心身の状況を踏まえた個別支援計画

に基づき、必要かつ適切な障害福祉サービスの提供に努めた。また、これらに加え、前年度同様、利用

者が協力し合いながら共同生活を営み、かつ、利用者間の交流を深めるための機会・場づくりとして、

『利用者自治会』の支援を行った。特に、平成２９年度は、これまでの、共有スペースの清掃や玄関前

の除雪作業（冬期間）の実施、共助体制による定期受診や買い物等の実行、「利用者自治会議」の開催

（月１回）などに加えて、利用者間の親交を深めるための事やレク活動を積極的に実施した。

（ⅰ）職員体制について

法及び道基準に基づき、「指定共同生活援助事業所」として、利用者４人に対し世話人１人の

割合の配置基準を採用し、管理者（常勤・兼務１人）、サービス管理責任者（常勤・兼務１人）、

世話人（常勤・兼務４人、非常勤・兼務２人）、生活支援員（常勤・兼務２人、非常勤・兼務２人）、

看護職員（非常勤・兼務１人）、夜勤従事者（常勤職員４名による毎夜２名体制）といった職員

体制により障害福祉サービスの提供を行った。

（ⅱ）防災管理体制及び緊急時対応について

防災管理体制及び緊急時対応の確保及び強化として、東日本大震災など近年発生した自然災害、

高齢者や障害者のグループホーム等で発生した死亡火災事故等、利用者の高齢化や重度化等の進行

を踏まえて、消防法や関係法令等、所轄庁から指導等で必要とされる回数以上に避難訓練を実施

した。同時に、外部からの侵入者や不審者等への防犯対策、消費者被害防止の啓発を実施した。

◯消防設備等点検の実施（消防法に基づく点検。年2回実施）
◯避難訓練の実施（全１３回実施。うち９回は地震や津波も想定。また、夜間想定４回実施）

◯利用者自治会議での防災、防犯、消費者被害防止の指導、関連ポスターの掲示など



（ⅲ）各種行事・レク活動の実施について

利用者間及び利用者・職員間の親交を深めるために各種行事等を積極的に実施した。

なお、これら行事及びレク活動には、これまで共同生活に馴染めず、居室にこもりがちだった

利用者も積極的に参加し、利用者間の親交を深めるにとどまらず、生活サイクル、ＱＯＬ、ＡＤＬ、

第三者に対する意思表示の改善などの効果をもたらした。

◯食事会 （年１１回。クリスマス・大晦日・元旦の食事会を含む）

◯野外食事会 （年２回）

◯カラオケ大会（週１回。木曜日）

（ｃ）事業の成果

平成２９年度は、実人数７人に対し延べ２,５５１人に対しサービスを提供した。外泊（帰省）をした
利用者が若干いたものの、利用者の入れ替り（入退去）や入院した者は皆無で、一日あたりの平均利用

者数は７.０人／日となり前年度（６.８）に比べ０.２人／日の増、利用率は１００％となり前年度
（９７.１）に比べ２.９ポイント伸びるなど重度化（障害支援区分の平均：年度当初３.０ 年度末３.４）
が進行しながらもサービス提供体制の強化を図った効果が利用実績に顕著に現れた結果となった。

また、近年、加齢や心身の不調から日中活動を休む利用者が増加する傾向にあることから、平成２９

年度は日勤職員を増員（加配）し、日中支援体制の強化を図った。日中支援の年間提供日数は２５６日

となり前年度（２３９）に比べ１７日の増、日中活動先の提供日数に対し当事業所により日中支援提供

した率は１００％（⇒日中支援者が一人もいないという日は無し）となり前年度（９８.４）に比べ
１.６ポイント伸びた。その結果、延べ提供人数は８４６人となり前年度（７１６）に比べ１３０人の増、
提供日１日当りの平均提供人数は３.４人／日となり前年度（３.０）に比べ０.４人／日の増となった。
日中活動を休む利用者が増加することはけして好ましいことではないが、日勤職員の増員配置（加配）

を通じ、日中活動を休みがちという段階（水際）で心身不調を把握し対処したことや相談支援を行なっ

たこと、これら状況を夜間従事者に申し送りするなど職員間の連携を通じて「日中支援提供体制の強化」

を図ったことは、「高い人員配置基準（４対１）の採用」「夜間従事者の複数名配置」とともに「年間

を通じて入院者が一人もいなかった」という結果をもたらす大きな要因となった。

表­1 平成29年度 利用者の実人数 （人）

平成29年 平成30年年・月
項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度合計

実 人 数 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7
区分１及び非該当

区分２ 3 3 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 3
区分３ 1 1 1 1 1 2 2 2 2 2
区分４ 3 3 2 2 2 3 3 3 2 2 2 2 3
区分５

支

援

区

分

別 区分６ 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
注） 実人数の「年度合計」欄は各月毎の実人数を合算したものではない。支援区分の平均は年度当初（４月）が３.０、年度末(３月)が３.４であった。

表­2 平成29年度 利用者の利用延べ人数 （人）

平成29年 平成30年年・月

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
年度

合計

平均利

用者数

利 用 者 延 べ 人 数 210 217 210 217 214 210 217 210 217 216 196 217 2,551 7.0
区分１及び非該当

区分２ 90 93 90 93 90 90 93 90 62 62 56 62 971 2.7
区分３ 30 31 30 31 31 62 62 56 62 395 1.1
区分４ 90 93 60 62 62 90 93 90 62 61 56 62 881 .2.4
区分５

支

援

区

分

別 区分６ 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 304 0.8
営業日数（日） 30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 365

注） 平均利用者数は、利用者延べ人数の年度合計を年間営業日数で乗じて得た数（人／日）



表­3 平成29年度 日中活動を休んだ利用者への支援状況

平成29年 平成30年年・月

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
年度

合計

年度

平均

①日中支援対象日数（日） 20 20 22 20 22 20 21 20 21 20 19 21 246 －

②日中支援提供日数（日） 20 20 22 20 22 20 21 20 21 20 19 21 246 －

③日中支援延べ人数（人） 62 58 69 70 78 73 84 78 84 60 62 68 846 －

１日当り支援人数（③／②） 3.1 2.9 3.1 3.5 3.5 3.7 4.0 3.9 4.0 3.0 3.3 3.2 － 3.4
日中支援提供日率（②／①）100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 － 100.0

注）日中支援提供日率の 12月・１月は利用者の日中活動先の休業日の関係から 100％を超える値を示すなどの誤差が生じる場合がある。

（２）地域住民の理解を深める事業（社会啓発事業）

（ａ）実施事業ついて

定款に掲げる事業の中の精神障害者に対する「地域住民の理解を深めるための事業（社会啓発事業）」

を非営利活動法人として必要な基礎的な運営管理も持ち合わせながら実施した。

また、関係機関との連携を通じて、精神障害者に対する理解の促進、地域生活に対する理解の向上を

図るための活動を行った。

（ｂ）具体的な事業展開

平成２９年度は、地域住民の理解を深める（社会啓発）ために必要なホームページの開設（専用パソ

コンの購入及びレンタルサーバーの導入）、前年度から引き続き「ＳＮＳ（フェイスブック）」を活用

し、ＮＰＯ法人としての取り組み及びグループホー ムめぞん・ぽぷらの運営（各種行事の紹介、避難

訓練の実施状況など）の紹介、精神障害者に係る情報提供などを行った。

また、市町村、医療関係者、他事業者、学識者との情報交換及び意見交換を通じて、将来的な精神

保健福祉法の改正等を見据えた精神障害者の支援の在り方、市町村を中心とした関係機関の連携の在り

方、産学官の協働での新たな社会福祉インフラの構築の在り方の検討を行った。

（ｃ）事業の成果

平成２９年度のＳＮＳサイト（法人サイト：NPO 法人精神障害者の暮らしを支える稚内市民会議、
事業所サイト：グループホームめぞん・ぽぷら）への閲覧者数（年間）は、延べ９２８人に達した。

（３）ＮＰＯ法人運営事業

（ａ）実施事業ついて

特定非営利活動法人として事業展開する上で基礎となる法人運営のための事務活動を実施した。

（ｂ）具体的な事業展開

今後、障害者総合支援法や介護保険法の改正、とりわけ障害者が６５歳を超えた場合に介護保険制度

を優先すること（他法優先）の厳格化が予測される。また、障害者差別禁止法が施行されたものの、

全国各地で発生する障害者による重大犯罪の増加に伴い精神障害者に対する国民の差別心、地域生活に

対する嫌悪感の拡大が懸念される。

このような社会環境の変化に伴い、当法人としても今後、新たな事業展開を求められる可能性がある

ため、法人組織及び財務の強化が不可欠であり、これを念頭に置き、法人運営を行った。

◯定期総会 日 時 平成２９年６月１２日（月）午後３時３０分より

場 所 グループホームめぞん・ぽぷら事務室にて

出席者 社員総数１０名のうち１０名が出席（うち５名が書面出席）

◯理事会 第１回（平成２９年６月１２日）、第２回（平成２９年６月１２日）

◯監事監査 平成２９年６月１２日（月）

◯役員懇談会 全３回（事業の経過報告及び法改正等の説明など）



２ 事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業

定款の

事業名
事業内容 実施月日 実施場所 従事者の人数

受益対象者

の範囲及び人数

支出額

（円）

精神障害

者グルー

プホーム

事業

グループホーム

めぞん・ぽぷら

事業

障害者総合支援

法 に 基 づ く

【指定共同生活

援助事業】

平成２９年

４月１日

～

平成３０年

３月３１日

稚内市

はまなす

2­12­5

職員実人数

常勤職員 ４人

非常勤職員 ２人

（合計） ６人

（職員配置）

◯管理者

(常勤・兼務) 1人
◯サービス管理責任者

(常勤・兼務) 1人
◯世話人

（常勤・兼務） 4人
(非常勤・兼務） 2人
※利用者：世話人＝4：1
◯生活支援員

（常勤・兼務） 2人
(非常勤・兼務） 2人
◯看護職員

(非常勤・兼務） 1人
◯夜間従事者

(常勤世話人兼任）4人

精神障害者 7人

【GH利用実績】
◯実人数

7人
◯延人数

2,551人／年
◯平均利用者数

7.0人／日
◯稼働率

100.0％

【日中支援実績】
◯提供日数

256日／年
◯延べ人数

846人／年
◯１日当り平均
支援人数

3.4人／日
◯支援提供日率

100.0%

事業費

27,022,756
管理費

0

地域住民

の理解を

深めるた

めの活動

社会啓発事業平成２９年

４月１日

～

平成３０年

３月３１日

稚内市

はまなす

2­12­5

◯事務局員 ３人 【年間閲覧者数】

法人サイト

延べ 257人
事業所サイト

延べ 671人
（計）928人

事業費

0
管理費

154,352

ＮＰＯ法

人運営事

業

ＮＰＯ法人運営

事業

平成２９年

４月１日

～

平成３０年

３月３１日

稚内市

はまなす

2­12­5

◯事務局員 ３人

◯社員 １０人

（事務局員３人を含む）

※上記２事業を

参照のこと

事業費

0
管理費

249,660

（２）その他の事業

定款の

事業名
事業内容 実施月日 実施場所 従事者の人数

受益対象者

の範囲及び人数

支出額

（千円）

（定款上、「その他の事業」の定めなし）














